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会
員
増
強
・
新
ク
ラ
ブ
結
成
推
進
月
間 

 
 

 

平
成
30
年
８
月
23
日
（
木
） 

 
 

 

会
員
卓
話 

於 

名
古
屋
栄
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル 

         
 

会
員 

57
名 

 
 

出
席
計
算
数 48

名
中
41
名
出
席 

出
席
率

85
・
42
％ 

前
々
回
出
席
率
81
・
25
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
鬼
頭
社
会
奉
仕
委
員
長 

・
老
人
介
護
施
設
慰
問
案
内 

★
髙
木
青
少
年
奉
仕
委
員 

・
派
遣
青
少
年
交
換
学
生
見
送
り
報
告 

★
会
員
卓
話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

毎
日
何
種
類
も
薬
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

丹
下
さ
ん
の
薬
の
話
、
楽
し
み
で
す
。 

松
本 

哲
朗 

中
部
工
業
用
ゴ
ム
製
品
卸
商
業
組
合
理

事
長
就
任
し
ま
し
た
。 

加
藤
巳
千
彦 

丹
下
さ
ん
今
日
は
卓
話
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

杉
本 

忠
夫 

春
日
井
和
良
・
加
藤
巳
千
彦 

丹
下
さ
ん
期
待
し
て
い
ま
す
。 

尾
上 

 

昇 

丹
下
さ
ん
卓
話
た
の
し
み
で
す
。 

岩
崎 

征
一
・
渡
辺 

観
永 

竹
林 

正
人
・
川
合 

美
幸 

本
日
丹
下
さ
ん
の
卓
話
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
堀
江 

英
弥
・
高
木 

政
義 

川
島 

勇
基
・
横
川 

誠
人 

丹
下
さ
ん
よ
ろ
し
く
。 

 

横
井 

 

衞
・
酒
井 
 

修 

丹
下
さ
ん
卓
話
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

前
田 

隆
久
・
吉
田 

憲
一 

８
月
11
日
～
14
日
宮
崎
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
に
て
７
人
の
孫
を
含
め
家
族
17
名
全

員
集
ま
り
楽
し
み
ま
し
た
。 吉

田 

隆
彦 

誕
生
月
・
妻
の
誕
生
月
で
す
。 

林 
 

順
治 

女
房
の
誕
生
月
で
す
。 

柴
岡 

正
将 

鬼
頭
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
木
村 

光
徳 

加
藤
さ
ん
、憲
一
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
卓
話
頑
張
り
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

丹
下 

富
博 

入
会
月
で
す
。 

 
 

 

高
田 

知
史 

  

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

松
本 

哲
朗 

「
上
越
地
方
と
上
越
線
」 

名
古
屋
か
ら
は
少
し
離
れ
て
い
る
の

で
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま 

せ
ん
が
、
佐

渡
以
外
の
新

潟
県
を
越
後

の
国
と
呼
び
、

京
都
の
都
に

近
い
方
か
ら

上
越
、
中
越
、

下
越
（
か
え

つ
）
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。 

上
越
は
以
前
の
高
田
市
が
中
心
と
な
る

上
越
市
や
妙
高
市
、中
越
は
長
岡
市
、三

条
市
、
柏
崎
市
、
魚
沼
市
な
ど
、
下
越
は

新
潟
市
、
燕
市
な
ど
。 

一
方
Ｊ
Ｒ
で
す
が
、
上
越
線
は
高
崎

起
点
で
長
岡（
中
越
）
ま
で
、
ま
た
上
越

新
幹
線
は
大
宮
が
起
点
で
新
潟
（
下
越
）

ま
で
で
す
が
利
便
性
を
考
え
在
来
線
も

新
幹
線
も
ど
ち
ら
も
東
京
駅
発
着
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
こ
の
上
越
線
や
上
越
新
幹
線

は
上
越
地
方
に
は
ま
っ
た
く
踏
み
入
れ

ま
せ
ん
。
で
は
ど
う
し
て
上
越
線
と
い

う
か
で
す
が
、「
越
」
は
越
後
の
越
で
す

が
「
上
」
は
群
馬
県
の
旧
名
上
野
国
（
こ

う
ず
け
の
く
に
）
別
名
上
州
の「
上
」
で

上
越
線
と
名
付
け
ら
れ
、
名
前
の
由
来

が
違
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、同
じ
上
越
と

い
う
名
で
も
た
ま
た
ま
上
越
地
方
は
通

ら
ず
中
越
、
下
越
に
行
く
と
い
う
現
象

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
上
越
妙
高
駅
と
い
う
新
幹

線
の
駅
が
あ
り
ま
す
が
こ
ち
ら
は
北
陸 

新
幹
線
の
駅
名
で
す
。 

  

卓 

話 

「
薬
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
」 

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル 

代
表
取
締
役 

 

丹
下 

富
博 

Ｑ
．男
性
型
脱
毛
症
（
Ａ
Ｇ
Ａ
）
の 

原
因
に
つ
い
て 

Ａ
．
男
性
ホ
ル
モ
ン
と
の
関
係
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
「
テ

ス
ト
ス
テ
ロ
ン
」
か
ら
「
Ｄ
Ｈ
Ｔ
（
ジ

ヒ
ド
ロ
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
）」
が
作
ら 

れ
ま
す
。
そ
の

「
Ｄ
Ｈ
Ｔ
」
が

高
濃
度
に
な
る

と
「
男
性
型
脱

毛
症
（
Ａ
Ｇ

Ａ
）」を
引
き
起

こ
し
ま
す
。 

初
期
脱
毛
の

原
因
は
、
ヘ
ア

サ
イ
ク
ル
が
正

常
な
サ
イ
ク
ル

に
戻
る
た
め
、

休
止
期
の
髪
の 

毛
が
抜
け
落
ち
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

フ
ィ
ナ
ス
テ
リ
ド（
プ
ロ
ペ
シ
ア
）

は
初
期
脱
毛
が
早
い
方
で
あ
れ
ば
、

服
用
開
始
か
ら
３
日
目
く
ら
い
か
ら

症
状
が
現
れ
、
１
週
間
く
ら
い
の
間

に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
に
症
状
が
現

れ
ま
す
。
そ
の
後
、
約
１
ヶ
月
前
後

で
、
初
期
脱
毛
の
症
状
は
な
く
な
り

ヘ
ア
サ
イ
ク
ル
が
正
常
に
戻
っ
た
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

プ
ロ
ペ
シ
ア
は
継
続
的
に
服
用
し

続
け
る
こ
と
で
、
効
果
を
発
揮
し
続

け
ま
す
の
で
、
中
断
す
る
こ
と
な
く

服
用
を
続
け
る
こ
と
で
発
毛
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。 

一
方
、ミ
ノ
キ
シ
ジ
ル
は
、高
血
圧

の
経
口
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、後
に
髪
を
育
成
し
脱

毛
症
を
回
復
さ
せ
る
効
果
が
発
見
さ

れ
、
１
９
８
０
年
代
に
は
げ
や
脱
毛

症
の
治
療
用
と
し
て
２
％
の
ミ
ノ
キ

1435 
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シ
ジ
ル
外
用
溶
液
を
「R

o
g
a
in

e

」

と
し
て
販
売
し
始
め
ま
し
た
。
た
だ
、

内
服
薬
と
し
て
は
副
作
用
が
発
見
さ

れ
た
た
め
頭
部
に
塗
布
す
る
液
状
の

外
用
薬
と
し
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
。 

Ｑ
．『
薬
の
運
ば
れ
方
』
に
つ
い
て 

Ａ
．
飲
ん
だ
薬
は
、
口
か
ら
食
道
を
通

っ
て
胃
や
腸
で
溶
け
、
主
に
小
腸
で

吸
収
さ
れ
、
小
腸
か
ら
血
液
中
に
入

り
ま
す
。吸
収
さ
れ
た
成
分
は
、肝
臓

で
一
部
が
分
解
さ
れ
、
残
り
の
成
分

が
血
液
中
に
入
っ
て
心
臓
に
運
ば
れ

ま
す
。心
臓
の
ポ
ン
プ
の
力
で
、頭
の

て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
爪
先
ま
で
血
液

と
一
緒
に
全
身
を
巡
り
ま
す
。
そ
し

て
薬
は
病
巣
や
患
部
に
届
き
、
効
き

目
を
現
わ
し
ま
す
。 

血
液
中
の
薬
は
肝
臓
を
通
る
た
び

に
ど
ん
ど
ん
分
解
さ
れ
、
腎
臓
の
働

き
で
尿
と
し
て
、
大
腸
か
ら
は
便
と

し
て
体
外
へ
追
い
出
さ
れ
ま
す
。 

Ｑ
．薬
に
よ
っ
て
食
前
・
食
後
・
食
間
と 

飲
む
時
間
が
違
う
の
は
な
ぜ
か 

Ａ
．
胃
の
内
容
物
に
よ
っ
て
薬
の
吸
収

が
変
化
す
る
場
合
が
あ
っ
た
り
、
空 

腹
時
に
飲
む

と
胃
に
負
担

が
か
か
る
場

合
が
あ
る
か

ら
で
す
。
飲

み
方
に
は
そ

れ
ぞ
れ
意
味

が
あ
り
ま
す
。 

Ｑ
．食
前
、食
間
、食
前
の
違
い
に
つ
い
て 

Ａ
．
食
前
と
は
胃
が
空
っ
ぽ
の
状
態
で

す
。
こ
の
場
合
は
食
べ
物
の
影
響
を

受
け
な
い
為
、
薬
は
速
く
吸
収
さ
れ

効
果
も
速
く
現
れ
ま
す
。
そ
の
代
わ

り
胃
を
刺
激
し
胃
を
荒
ら
し
や
す
く

な
り
ま
す
。 

食
後
と
は
食
事
が
終
わ
っ
た
後
、

胃
の
中
に
食
べ
物
が
多
く
あ
る
状
態

で
す
。
食
事
を
終
え
て
30
分
が
過
ぎ

た
頃
に
な
る
と
、
胃
の
中
の
食
べ
物

も
少
な
く
な
り
、
薬
に
よ
る
胃
へ
の

刺
激
が
少
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。 

食
間
と
は
食
事
と
食
事
の
間
と
言
う

意
味
で
、
食
事
を
終
え
て
約
２
時
間

後
が
目
安
と
な
り
ま
す
。
胃
は
消
化

や
吸
収
の
働
き
を
終
え
て
い
る
為
吸

収
も
良
好
で
す
。 

薬
が
十
分
効
果
を
発
揮
す
る
に
は
、

内
服
後
、
薬
が
吸
収
さ
れ
血
液
中
の

濃
度
が
一
定
に
保
た
れ
る
事
が
大
事

で
す
。
薬
に
よ
り
効
果
が
発
揮
す
る

飲
み
方
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

  

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
８
年
８
月
21
日 

「
笑
顔
の
理
由
」

 

２
０
１
２
年
、
リ
カ
ル
ド
・
ロ
マ
ン

さ
ん
が
デ
パ
ー
ト
で
買
い
物
を
し
て
い

た
と
き
、
20
代
前
半
ら
し
き
女
性
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。「
見
覚
え
は
な
い
」

と
ロ
マ
ン
さ
ん
は
感
じ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
そ
の
女
性
と
以
前

に
会
っ
た
の
は
10
年
以
上
も
前
。
そ
し

て
何
よ
り
も
、
彼
女
の
笑
顔
に
劇
的
な

変
化
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

レ
ニ
ャ
ー
カ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
チ
リ
）
の
会
員
で
あ
る
ロ
マ
ン
さ
ん

は
、
口
唇
口
蓋
裂
や
ほ
か
の
先
天
性
欠

損
症
が
あ
る
子
ど
も
を
支
援
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
全
国
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
女
性
は
、
支
援

を
受
け
た
子
ど
も
の
一
人
で
し
た
。 

『「
こ
れ
が
私
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
ス
マ

イ
ル
」、
と
彼
女
は
言
っ
た
ん
で
す
』   

そ
う
振
り
返
る
、
ロ
マ
ン
さ
ん
の
声
は

震
え
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
１
９
９
３
年
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

が
、
チ
リ
で
再
建
手
術
を
行
う
医
療
団

を
派
遣
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
こ
そ
現
在
、
26
カ
国
に
チ
ー
ム
を

派
遣
す
る
ま
で
に
発
展
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
、ロ
ー
タ
ー
プ
ラ
ス
ト（R

o
ta

p
la

s
t

）

の
始
ま
り
で
す
。 

２
０
０
４
年
か
ら
チ
リ
の
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
主
導
す
る
よ
う

に
な
っ
て
以
来
、
数
年
間
で
同
国
の
多

く
の
医
師
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

癌
患
者
の
乳
房
再
建
を
行
え
る
ほ
ど
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
拡
大
し
ま
し
た
。 

「
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
人
と
英
語
を
話

す
人
が
一
緒
に
活
動
し
て
結
果
を
出
し

て
い
る
こ
と
が
ロ
ー
タ
リ
ー
の
素
晴
ら

し
さ
」
と
、
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
の
整
形

外
科
医
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
リ
ー
マ
ン
（
フ

ェ
ア
ロ
ー
ン
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
）
は
話
し
ま
す
。 

今
年
２
月
、
リ
ー
マ
ン
さ
ん
は
、
米
国

の
形
成
外
科
医
、麻
酔
科
医
、看
護
婦
の

チ
ー
ム
と
共
に
、
チ
リ
北
部
の
国
境
か

ら
約
１
３
０
㎞
の
港
町
イ
ク
イ
ケ
を
訪

れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
食
費
・
宿
泊
施

設
の
支
払
い
、国
内
交
通
費
は
、近
く
の

鉱
物
産
業
か
ら
の
資
金
援
助
や
地
元
会

員
が
賄
い
ま
し
た
。
飛
行
機
代
は
医
師

た
ち
が
自
己
負
担
し
た
ほ
か
、
オ
ハ
イ

オ
州
の
非
営
利
団
体
が
ス
タ
ッ
フ
渡
航

費
を
負
担
し
ま
し
た
。 

チ
リ
で
は
年
に
約
６
０
０
人
の
口
唇

口
蓋
裂
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

政
府
が
８
つ
の
治
療
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
て
も
、
そ
の
順
番
待
ち
リ
ス
ト
は
長

く
何
年
も
待
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
チ
ー
ム
が
活
動
す
る
病
院

で
は
、
土
曜
の
朝
早
く
か
ら
２
５
０
人

を
超
え
る
患
者
の
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

チ
リ
全
国
か
ら
患
者
が
集
り
、
中
に
は

２
，０
０
０
㎞
以
上
も
旅
し
て
き
た
家
族

も
い
ま
し
た
。 

手
術
室
は

４
つ
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
口

唇
口
蓋
裂
、

耳
の
再
建
、

乳
房
再
建
、

そ
の
他
の
用

途
に
使
用
し

ま
す
。
チ
ー

ム
は
多
忙
で

す
。
患
者
の

ニ
ー
ズ
と
複

雑
さ
に
基
づ

い
て
決
定
が

行
わ
れ
、
今

回
の
滞
在
中

に
患
者
82

名
に
手
術
を 

し
ま
し
た
。
多
く
の
患
者
は
完
全
な
再

建
に
複
数
回
の
手
術
を
要
し
、
中
に
は

完
了
ま
で
数
年
間
、
毎
年
手
術
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。 

最
後
の
手
術
が
終
わ
っ
て
も
、
患
者
と

ロ
ー
タ
リ
ー
と
の
関
係
は
続
き
ま
す
。 

冒
頭
で
元
患
者
と
再
会
し
た
ロ
マ
ン

さ
ん
は
、
そ
の
後
、
そ
の
女
性
を
ロ
ー

タ
リ
ー
行
事
に
招
待
し
ま
し
た
。
３
０

０
人
の
会
員
を
前
に
、
彼
女
は
自
分
の

人
生
を
変
え
た
手
術
に
つ
い
て
講
演
。

彼
女
の
輝
く
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
ス
マ
イ
ル

に
、
多
く
が
涙
を
流
し
ま
し
た
。 

執
筆
：D

ia
n

a
 S

c
h

o
b

e
rg

 

写
真
撮
影
： 

D
a
n

ie
la

 P
ra

d
o
 S

a
ra

s
ú
a
 

（
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

  

９
月
６
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

名
古
屋
栄
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル  

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

９
月
13
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

於 

名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル  

名
古
屋
東
南
Ｒ
Ｃ
合
同 

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問  

ガ
バ
ナ
ー 

 

村
井
總
一
郎
さ
ん 

地
区
幹
事 

 

佐
々
木
利
政
さ
ん 

 

（
豊
橋
Ｒ
Ｃ
） 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

前
田 

隆
久
・
杉
浦 

令
淑 

川
畑 

博
敬
・
竹
林 

正
人 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

  

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 

チ
ー
ム
に
は
、形
成
外
科
医
、麻
酔

科
医
、看
護
婦
、ス
ピ
ー
チ
セ
ラ
ピ

ス
ト
が
加
わ
っ
た
ほ
か
、
ロ
ー
タ

ー
ア
ク
タ
ー
や
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
も

運
営
や
移
動
の
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。 

 


